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老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）は
、20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
、満
額
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や

保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し

て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、海
外
に
在
住
す
る
日
本
国

籍
を
持
つ
方
も
、国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、田
辺
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
３
９･

２
４･

０
３
２
３
）

も
し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

�

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

住民福祉課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

廃
乾
電
池
を
回
収
し
ま
す

　

回
収
箱
を
設
置
し
ま
す
の
で
、回
収

袋
か
ら
取
り
出
し
て
、廃
乾
電
池
の
み

を
回
収
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

以
前
の
よ
う
に
回
収
袋
に
入
れ
た

ま
ま
で
は
、出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

回
収
袋
は
保
管
用
と
し
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

●
場
所
…
各
地
区
の

�

大
型
ご
み
収
集
場
所

回
収
日
…
10
月
25
日（
日
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、日
本
年
金

機
構
よ
り
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に

よ
り
、毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末

日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、場
合
に
よ
っ

て
は
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

万
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
、現
行
の
後

納
制
度
に
代
わ
り
、保
険
料
を
後
納

で
き
る
期
間
が「
過
去
５
年
間
」に
な

り
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
は
便
利
な

�

口
座
振
替
が
お
勧
め
で
す

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、指
定
し
た

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
の
で
、金
融
機
関
の
窓
口
ま
で

納
め
に
行
く
手
間
が
か
か
ら
ず
便
利

で
、納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き

安
心
で
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、金
融
機
関

窓
口
に
て
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印（
金
融
機
関
の

届
出
印
）の
上
、手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
保
険
料
を
納
め
る
の
が

�

困
難
な
と
き

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納

付
い
た
だ
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
に
な
る「
保
険
料
免
除
制

度
」や「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が

あ
り
ま
す
。ま
た
、学
生
の
方
に
は
、

在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
す
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ

り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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●
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。

※�

た
だ
し
、「
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
生
活
の
面

倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
場
合
」や「
生
活
保

護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合
」な
ど
は
除
き
ま
す

●
支
給
額

�

１
人
に
つ
き
６
千
円

【
申
請
方
法
】

申
請
先　

住
民
福
祉
課

（
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
票

が
日
高
町
に
あ
る
方
が
対
象
で
す
）

申
請
期
間

　

平
成
27
年
11
月
２
日（
月
）

�

～
平
成
28
年
２
月
２
日（
火
）

提
出
書
類　

申
請
書

★
添
付
書
類
　

①
本
人
確
認
書
類

（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
、パ
ス

ポ
ー
ト
の
写
し
。健
康
保
険
証
や
年
金
証
書
な

ど
、顔
写
真
が
つ
い
て
い
な
い
も
の
は
、官
公
署

か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
点
必
要
で
す
）

②
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類

（
金
融
機
関
名
、口
座
番
号
、口
座
名
義
人〔
カ

ナ
〕が
わ
か
る
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

写
し
）

　
「
臨
時
福
祉
給
付

金
」を
よ
そ
お
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」や

「
個
人
情
報
の
詐
取
」

の
発
生
が
予
測
さ
れ

ま
す
。ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、役
場

や
最
寄
り
の
警
察
署（
ま
た
は
警
察

相
談
専
用
電
話
♯
９
１
１
０
）ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

�

避
難
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
、

基
準
日（
平
成
27
年
１
月
１
日
）時
点

で
日
高
町
へ
住
民
票
を
移
せ
な
い
ま

ま
居
住
さ
れ
て
い
る
方
は
、事
前
に

申
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、申
出
に
は
一
定
の
要
件
が

必
要
で
す
の
で
、 

詳
し
く
は
、住
民

福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、低
所
得
者
に
対
し

て
、制
度
的
な
対
応
を
行
う
ま
で
の
間
の
、暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

■�

臨
時
福
祉
給
付
金
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
詳
し
く
は「
厚
生

労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎

０
５
７
０･

０
３
７･

１
９
２
）

ま
で
。平
日
の
９
時
か
ら
18
時
ま

で（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

10
月
28
日（
水
）

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

　

日
高
町
で
は
、ご
長
寿
を
お
祝
い

し
て
、70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
な

さ
ま
を
ご
招
待
し
、10
月
28
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
よ
り
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
敬
老
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

敬
老
会
式
典
で
は
、長
年
老
人
福

祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
、町
長
よ

り
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。式

典
後
に
は
講
演
と
歌
謡
シ
ョ
ー
を
催

し
ま
す
。

　

当
日
は
送
迎
バ
ス
を
運
行
い
た
し

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、一
般
の
み
な
さ
ま
も
ご
入

場
で
き
ま
す
が
、お
車
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

《
出
演
者
紹
介（
敬
称
略
）》

月川るり（歌）

大村　崑（講演）

佐藤勢津子（歌）
美空ひばり実妹

大倉詩乃美（司会）


